
天北地区農連定期総会・研修会を開催 

天北地区農連は４月１２日に第４５回

定期総会・研修会を開催した。道農連から、

中原書記長が出席。平成２９年度の役員改

選では、井田委員長、石堂副委員長、中島

書記長の全員が再任された。その後、酪農

ヘルパー事業について農水省畜産部担当

者と意見交換を行った後、管内の各六地域

のヘルパー組合の代表者から現状と課題

が報告された。 

道農連 ２０１７年４月の月間活動トピックス 

 HP  http://donouren.sakura.ne.jp/  ☎011-241-5416 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

◎詳しくは、「北海道農村新聞」（年間購読料 1,800 円・税込）をご覧ください。 

 お申し込み・お問い合わせは、道農連事務局（℡011-241-5416）まで。 

 
４月の活動記録（上記以外） 

３日 道農業青色申告会会計監査 

１１日 道てん菜協会第１回企画調整専門部会 

１８日 三役会議 

１９日 第１回てん菜・てん菜糖合理化検討委員会 

２０日 JR 路線見直しに関する学習会 

２５日 J ミルクブロック会議 

２７日 道てん菜協会理事会 

５月の活動予定 
   １日 第８８回全道メーデー大会 

１２日 新・共謀罪の強行採決をさせない緊急集会 

１４日 北海道内における鉄路の維持・存続に 

関する要請 

１６日 各地区事務局会議 

２１日 「種子法廃止」を考える緊急シンポジウム 

２２日 第１回てん菜生産振興対策に係る打合せ 

２６日 道てん菜協会第３１回通常総会・理事会 

２７日 北海道農団労第２５回定期総会 

第２回執行委員会を開催 

道農連は４月１８日に第２回執行委員会を開催した。基本農政対策をはじめ、春闘の業

態別対策の取組などについて協議した。また、平成３０年３月で期限切れとなる免税軽油

制度の恒久化対策策定に向けて、各地区で使用実態調査を行うとした。 

次回は、６月２７日に執行委員会を開催予定。各業態の中央行動の進捗状況と今後の集

大会等について議論する。 

201７年(平成 2９年)５月１１日発行（第５０号） 

道農業青色申告会定期総会を開催 

道農業青色申告会は４月８日に定期総

会・研修会を京王プラザホテル札幌にて開

催し、平成２９年度の事業計画や新役員な

どを決めた。新たに中原道農連書記長が会

長に、石田 JＡ道中央会営農指導支援セン

ター長が副会長に就任した。総会後には、

札幌国税局大塚記帳指導専門官から「税制

改正」、道税理士会森下業務対策部農業小委

員長から「経営力向上計画認定による固定

資産税の半減対策」について、各々をテー

マに税研修会を行った。 

米政策など当面する対策について、要請・意見交換を実施 

 道農連は４月４日、５日に大久保明義副委員長（米・水田農業対策委員長）を先頭に

各地区代表１７名で米政策改革及び今国会で審議されている収入保険制度や種子法廃止

法案等、当面する対策について中央行動を実施し、与党農林関係議員や道選出国会議員

への要請と農水省との意見交換を行った。米政策改革について、「米穀の需給及び価格の

安定」の責務を果たすため、生産調整の円滑な推進に努めること。そのために、「米の直

接支払交付金」の財源を生産調整の達成や需要に応じた米生産に活用することが重要だ

と訴えた。今後は中央行動の経過を踏まえて、米の直接支払交付金の財源活用対策など

緊急の課題について、さらに組織内で議論し、６月中旬に中央行動を実施する予定とな

っている。 


